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考えてみれば，本書の英書名は， CitizenshipEducation in a Global Age : 
Comparative and Transnational Perspectiveである。まさにこの英文が語るよう
に，本書は，現代世界をグローバル時代ととらえ，そこで繰り広げられている教
育を， Citizenshipのもとで，比較的にかつ脱国家的ないしは市民社会的にとらえ
て展望したものである。そのことからみれば，ここに統一や協調の方向を求める
こと自体があるいは間違っているのかもしれない。まだグローバル時代，グロー
バル社会といった言葉自体は，やはり理念的な意味をもっていることも事実であ
る。そのため，この題目で、果敢に教育を論じあえる空間あるいは文脈を作り出し
たことに，素直に敬意を払うことが大切なのだろうと考える。なお，それぞれの
論考については，筆者の能力を超えるので批評は勘弁願いたい。
嶺井明子著
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